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まえがき

本レポートは、一般社団法人 日本自動車工業会 電子情報委員会
デジタルエンジニアリング部会 企画展開分科会 3D図面JIS化タスク
の2013年度活動結果として、３DAモデルに関する３D-CAD検証の結
果をまとめたものである。
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検証の背景、目的

【背景】
一般社団法人日本自動車工業会（JAMA）では、 JAMA/JAPIA 3D図面ガイドライン - 3D単独図ガイ

ドライン を2007年7月に発行した。このガイドラインを発行するにあたっては、 JAMA各社で用いられて
いる3D-CADで3D単独図の製図ができるかどうかの検証も同時に行っている。この検証にはJAMA各
社で用いられている4種類の3D-CAD（CATIA V5, I-deas, NX, Pro/Engineer）で、鋳造・機械加工系の
シリンダーブロック、鍛造・機械加工系のピストン アッセンブリー、板金系小物部品の2D図面例を使用
した。JAMA/JAPIA CAD 機能要求ガイドラインは上述した検証結果を基に作られ、不足している3D-
CAD機能を明確にしてCADベンダーへの機能向上・機能実装を要求するもので、現在も刈取り活動は
継続している。

一方， JAMAが2011年度から参加しているJIS DTPD(デジタル製品技術文書情報)の開発委員会で
は、2013年度にDTPDに関する第１部：総則及び第２部：用語のJIS原案の開発が完了した。現在、次
のJIS開発の準備としてJAMAおよびJEITA（一般社団法人電子情報技術産業協会）が分担して、3DA
モデル（三次元製品情報付加モデル）の作成に関わる3D-CADの検証を実施している。

【目的】
JISB 0001：機械製図 で規定されている2Dの寸法指示方法が、3Dモデル上で表現できるかどうかを

以下の条件で検証する。
－3D-CAD ：CATIA V5, NX, Cｒeoの3種類(JAMA各社の使用CAD)
－3D-CADの機能範囲 ：基本機能
－CADオペレーションレベル ：JAMAの一般設計者

なお、この検証作業 はJIS DTPD開発委員会活動の一環としてJAMAが担当したものである。



Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.2014

検証方法

【CAD名 Version / アノテーション機能 】

CATIA V5 r22  / 3D FT&A
NX 7.5.3 / 3D PMI 
Cｒeo V2.0 M100 ※モデル寸法の表示機能は除外した

【検証者】
JAMA各社の設計観点での検証ができるIT（管理）部門エンジニア

【検証対象の抽出】

JIS B 0001 – 機械製図 から、フェークディメンジョンや部分拡大図、回転投影図など2D図面に特
有な表記を除いて、3Dモデル表面へ直接アノテーションを表記する図示例を選択した。

【検証】
1. 各検証に必要な形状の3Dモデル作成
2. 寸法、公差、記号、注記を3Dアノテーションで表記。
3. 検証結果を所定の用紙に記入。必要に応じて課題、特別に行ったことなどのコメントを記入。

【評価】
1 次ページの「評価方法と基準」に従ってCADごとに一時評価を行う。
2. CAD間での評価バラツキを無くすため、3CAD検証者、その他委員が合同で全体評価を行う。

本検証は、JAMA各社が行っている製図作業の現状範囲で行うことによって標準化（JIS化）の一助とするため、
JAMA各社の既存の基本的なCAD機能を用いて、JAMA各社の設計者が行うことを想定した検証方法とした。
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評価方法と基準

【製図】 ・表記：２D図示例の指示と同様に理解できるような表記ができるか
○：図例どおり
△：同じではないが図例と同様と理解できる（例 図132 NX）
×：同様と理解できない

・連携：寸法が指す形状位置と範囲および、記号がある場合はその意味合いも含めた連携があるか
○：評価基準を満たす
△：リーダ線または補助線が指す部位以外の同形状に連携ができない
×：評価基準を満たさない
×の例） 図145, 図92

【工数】 基本的な工程だけで2D図示例と同様に表記することができるか
注意）CADごとの評価者の主観による評価のため参考値

○：基本的な工程で表記ができる
△：基本的な工程に対して1工程増える
×：基本的な工程に対して２工程以上増える

工程×の例） 累進寸法の表記 図123
⇒文字の回転（1個づつ）
⇒文字位置を補助線部に移動（1個づつ）

【見栄え（視認性）】 ２D図示例と同様な見栄えに表記ができるか。
※場合により見栄えのために中心線、点、補助線の追加は可とした。

○：同等
△：○と×の間
×：2D図より劣る

×の例）図164 a), b)    図132



Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.2014

検証結果の判定（採用可否）

【CADごと】 CATIA, NX, Creo個々の採否判定
評価に対する点数

○：1
△：0.5
×：0

製図、工数、見栄えの合計＝表記＋連携＋工数＋見栄え
CADごとの100点評価＝（表記＋連携＋工数＋見栄え）/4*100

合格（採用）：70点以上

例 1+1+0.5+1=3.5 ⇒ 3.5/4*100=87.5 ⇒88点 （小数点以下四捨五入） 合格

【CAD総合】 CATIA, NX, Creo の合計での採否判定

CAD総合評価＝（CATIA ＋ NX + Creo)/3

合格（採用）：70点以上 ★合格したものはJIS素案の検討対象

例 88+88+75=84点 合格
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検証結果（1/10）
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NX評価結果（1/2）
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検証結果（2/10）
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NX評価結果（2/2）
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検証結果（3/10）
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検証結果（4/10）
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検証結果（5/10）
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Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.2014 15

検証結果（6/10）

(点数)

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

13
9_

種
々

の
直

径
の

指
⽰

例
b)

13
9_

種
々

の
直

径
の

指
⽰

例
c)

13
9_

種
々

の
直

径
の

指
⽰

例
d)

14
1_

外
側

か
らの

⽚
側

に
⽮

印
を

指
⽰

す
る

⼨
…

14
2_

⼨
法

線
を

直
⾓

に
折

り曲
げ

る
例

14
3_

球
の

直
径

⼜
は

半
径

の
指

⽰
例

a)
14

3_
球

の
直

径
⼜

は
半

径
の

指
⽰

例
b)

14
3_

球
の

直
径

⼜
は

半
径

の
指

⽰
例

c)
14

4_
数

値
な

しの
記

号
(S

R)
の

指
⽰

例
14

5_
⾓

柱
の

⼀
辺

の
指

⽰
例

14
6_

⾓
柱

の
辺

の
指

⽰
例

15
0_

種
々

の
円

弧
の

⻑
さの

指
⽰

例
a)

15
0_

種
々

の
円

弧
の

⻑
さの

指
⽰

例
b)

15
0_

種
々

の
円

弧
の

⻑
さの

指
⽰

例
c)

15
1_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

1 
a)

15
1_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

1 
b)

15
1_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

1 
c)

15
1_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

1 
d）

15
1_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

1 
e）

15
1_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

1 
f)

15
2_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

2 
a)

15
2_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

2 
b)

15
3_

記
号

Ｃ
の

指
⽰

例
a)

15
3_

記
号

Ｃ
の

指
⽰

例
b)

15
3_

記
号

Ｃ
の

指
⽰

例
c)

15
4_

曲
線

の
表

し⽅
の

例
a-

1)
中

⼼
線

ま
た

…
15

4_
曲

線
の

表
し⽅

の
例

a-
2)

中
⼼

線
ま

た
…

15
4_

曲
線

の
表

し⽅
の

例
b)

 
15

6_
⽳

の
加

⼯
⽅

法
の

指
⽰

例
c)

15
7_

⽳
の

加
⼯

⽅
法

を
簡

略
指

⽰
す

る
例

15
8_

⼀
群

の
同

⼀
⼨

法
の

指
⽰

例
15

9_
⽳

の
深

さの
指

⽰
例

16
2_

傾
斜

した
⽳

の
深

さの
指

⽰
例

16
4_

ざ
ぐり

⽳
及

び
深

ざ
ぐり

⽳
の

指
⽰

例
a)

16
4_

ざ
ぐり

⽳
及

び
深

ざ
ぐり

⽳
の

指
⽰

例
b)

16
4_

ざ
ぐり

⽳
及

び
深

ざ
ぐり

⽳
の

指
⽰

例
c)

16
5_

⽫
ざ

ぐり
の

指
⽰

例
16

7_
円

形
形

状
に

指
⽰

す
る

⽫
⽳

の
指

⽰
例

16
8_

⽫
ざ

ぐり
の

簡
略

指
⽰

⽅
法

の
例

16
9_

⻑
円

の
⽳

の
指

⽰
例

a)
16

9_
⻑

円
の

⽳
の

指
⽰

例
b)

16
9_

⻑
円

の
⽳

の
指

⽰
例

c)
17

0_
キ

ー
溝

の
⼨

法
の

指
⽰

例
ｃ

）
17

2_
内

径
に

凹
⼜

は
凸

が
あ

る
場

合
の

例
17

3_
テ

ー
パ

軸
の

キ
ー

溝
の

指
⽰

例
a)

17
3_

テ
ー

パ
軸

の
キ

ー
溝

の
指

⽰
例

b)
17

7_
円

す
い

⽳
の

キ
ー

溝
の

指
⽰

例
17

9_
⽌

め
輪

溝
の

⼨
法

指
⽰

例
18

1_
こう

配
の

指
⽰

例
18

2_
テ

ー
パ

の
指

⽰
例

18
8_

加
⼯

・処
理

範
囲

の
指

⽰
例

a)
18

8_
加

⼯
・処

理
範

囲
の

指
⽰

例
b)

19
3_

照
合

番
号

の
記

⼊
例

19
4_

形
状

の
追

加
変

更
例

19
5_

⼨
法

の
変

更
例

Creo評価結果（2/2）
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検証結果（7/10）

(点数)

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

100.0

1_
⼯

具
サ

イズ
の

指
⽰

例
68

_図
記

号
を

⽤
い

た
図

形
の

省
略

例
c)

79
_限

定
範

囲
の

指
⽰

例
a)

79
_限

定
範

囲
の

指
⽰

例
b)

80
_溶

接
の

指
⽰

例
81

_溶
接

の
指

⽰
例

82
_溶

接
構

造
の

指
⽰

例
83

_ロ
ー

レ
ット

加
⼯

の
図

⽰
例

a)
83

_ロ
ー

レ
ット

加
⼯

の
図

⽰
例

b)
85

_し
ま

鋼
板

の
図

⽰
例

87
_基

準
か

らの
⼨

法
記

⼊
例

88
_⼯

程
ご

とに
⼨

法
を

配
列

す
る

例
92

_直
径

の
例

93
_⼨

法
補

助
線

及
び

⼨
法

線
の

例
95

_ギ
ャッ

プ
を

設
け

た
⼨

法
補

助
線

の
例

97
_丸

み
⼜

は
⾯

取
部

か
らの

⼨
法

補
助

線
例

a)
97

_丸
み

⼜
は

⾯
取

部
か

らの
⼨

法
補

助
線

例
b)

97
_丸

み
⼜

は
⾯

取
部

か
らの

⼨
法

補
助

線
例

c)
98

_辺
,弦

,弧
の

⻑
さ及

び
⾓

度
⼨

法
の

例
a)

…
98

_辺
,弦

,弧
の

⻑
さ及

び
⾓

度
⼨

法
の

例
b)

…
98

_辺
,弦

,弧
,の

⻑
さ及

び
⾓

度
⼨

法
の

例
c)

…
98

_辺
,弦

,弧
の

⻑
さ及

び
⾓

度
⼨

法
の

例
d)

…
10

0_
⾓

度
⼨

法
を

記
⼊

す
る

例
a)

10
0_

⾓
度

⼨
法

を
記

⼊
す

る
例

b)
10

1_
⾓

度
サ

イズ
の

⼨
法

線
の

例
a)

10
1_

⾓
度

サ
イズ

の
⼨

法
線

の
例

b)
10

3_
直

列
⼨

法
の

指
⽰

例
10

4_
累

進
⼨

法
の

指
⽰

例
10

5_
引

出
線

を
⽤

い
た

⼨
法

数
値

の
記

⼊
例

10
6_

⼨
法

線
を

延
⻑

した
場

合
の

例
11

1_
⻑

さ⼨
法

の
場

合
の

例
11

2_
⾓

度
⼨

法
の

場
合

の
例

a)
11

2_
⾓

度
⼨

法
の

場
合

の
例

b)
11

3_
約

30
°以

下
の

⾓
度

を
な

す
⽅

向
に

お
い

…
11

3_
約

30
°以

下
の

⾓
度

を
な

す
⽅

向
に

お
い

…
11

5_
⼨

法
数

値
を

⼨
法

線
の

交
わ

らな
い

箇
所

…
11

7_
⼨

法
線

が
⻑

い
場

合
の

例
11

8_
表

形
式

の
⼨

法
記

⼊
例

12
3_

累
進

⼨
法

記
⼊

法
の

例
1

12
4_

累
進

⼨
法

記
⼊

法
の

例
2

12
5_

累
進

⼨
法

記
⼊

法
の

例
3

12
6_

累
進

⼨
法

記
⼊

法
の

例
4

12
8_

正
座

標
⼨

法
記

⼊
法

の
例

13
1_

種
々

の
半

径
の

指
⽰

例
a)

13
1_

種
々

の
半

径
の

指
⽰

例
b)

13
1_

種
々

の
半

径
の

指
⽰

例
c)

13
1_

種
々

の
半

径
の

指
⽰

例
d)

13
2_

半
径

が
⼤

き
い

場
合

の
指

⽰
例

13
3_

累
進

⼨
法

記
⼊

法
を

⽤
い

て
半

径
を

指
⽰

…
13

5_
展

開
Ｒ

の
指

⽰
例

13
6_

半
径

で
あ

る
こと

の
指

⽰
例

13
8_

18
0°

を
超

え
る

円
弧

及
び

全
円

の
直

径
の

…
13

9_
種

々
の

直
径

の
指

⽰
例

a)

3CAD平均（1/2）
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検証結果（8/10）

(点数)

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

100.0

13
9_

種
々

の
直

径
の

指
⽰

例
b)

13
9_

種
々

の
直

径
の

指
⽰

例
c)

13
9_

種
々

の
直

径
の

指
⽰

例
d)

14
1_

外
側

か
らの

⽚
側

に
⽮

印
を

指
⽰

す
る

⼨
…

14
2_

⼨
法

線
を

直
⾓

に
折

り曲
げ

る
例

14
3_

球
の

直
径

⼜
は

半
径

の
指

⽰
例

a)
14

3_
球

の
直

径
⼜

は
半

径
の

指
⽰

例
b)

14
3_

球
の

直
径

⼜
は

半
径

の
指

⽰
例

c)
14

4_
数

値
な

しの
記

号
(S

R)
の

指
⽰

例
14

5_
⾓

柱
の

⼀
辺

の
指

⽰
例

14
6_

⾓
柱

の
辺

の
指

⽰
例

15
0_

種
々

の
円

弧
の

⻑
さの

指
⽰

例
a)

15
0_

種
々

の
円

弧
の

⻑
さの

指
⽰

例
b)

15
0_

種
々

の
円

弧
の

⻑
さの

指
⽰

例
c)

15
1_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

1 
a)

15
1_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

1 
b)

15
1_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

1 
c)

15
1_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

1 
d）

15
1_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

1 
e）

15
1_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

1 
f)

15
2_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

2 
a)

15
2_

⾯
取

り⼨
法

の
指

⽰
例

2 
b)

15
3_

記
号

Ｃ
の

指
⽰

例
a)

15
3_

記
号

Ｃ
の

指
⽰

例
b)

15
3_

記
号

Ｃ
の

指
⽰

例
c)

15
4_

曲
線

の
表

し⽅
の

例
a-

1)
中

⼼
線

ま
た

…
15

4_
曲

線
の

表
し⽅

の
例

a-
2)

中
⼼

線
ま

た
…

15
4_

曲
線

の
表

し⽅
の

例
b)

 
15

6_
⽳

の
加

⼯
⽅

法
の

指
⽰

例
c)

15
7_

⽳
の

加
⼯

⽅
法

を
簡

略
指

⽰
す

る
例

15
8_

⼀
群

の
同

⼀
⼨

法
の

指
⽰

例
15

9_
⽳

の
深

さの
指

⽰
例

16
2_

傾
斜

した
⽳

の
深

さの
指

⽰
例

16
4_

ざ
ぐり

⽳
及

び
深

ざ
ぐり

⽳
の

指
⽰

例
a)

16
4_

ざ
ぐり

⽳
及

び
深

ざ
ぐり

⽳
の

指
⽰

例
b)

16
4_

ざ
ぐり

⽳
及

び
深

ざ
ぐり

⽳
の

指
⽰

例
c)

16
5_

⽫
ざ

ぐり
の

指
⽰

例
16

7_
円

形
形

状
に

指
⽰

す
る

⽫
⽳

の
指

⽰
例

16
8_

⽫
ざ

ぐり
の

簡
略

指
⽰

⽅
法

の
例

16
9_

⻑
円

の
⽳

の
指

⽰
例

a)
16

9_
⻑

円
の

⽳
の

指
⽰

例
b)

16
9_

⻑
円

の
⽳

の
指

⽰
例

c)
17

0_
キ

ー
溝

の
⼨

法
の

指
⽰

例
ｃ

）
17

2_
内

径
に

凹
⼜

は
凸

が
あ

る
場

合
の

例
17

3_
テ

ー
パ

軸
の

キ
ー

溝
の

指
⽰

例
a)

17
3_

テ
ー

パ
軸

の
キ

ー
溝

の
指

⽰
例

b)
17

7_
円

す
い

⽳
の

キ
ー

溝
の

指
⽰

例
17

9_
⽌

め
輪

溝
の

⼨
法

指
⽰

例
18

1_
こう

配
の

指
⽰

例
18

2_
テ

ー
パ

の
指

⽰
例

18
8_

加
⼯

・処
理

範
囲

の
指

⽰
例

a)
18

8_
加

⼯
・処

理
範

囲
の

指
⽰

例
b)

19
3_

照
合

番
号

の
記

⼊
例

19
4_

形
状

の
追

加
変

更
例

19
5_

⼨
法

の
変

更
例

３CAD平均（2/2）
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(点数)

検証結果（9/10）

章番号＆タイトル NX CATIA Creo 平均
3.3 ⼯具サイズ指⽰例 87.5 87.5 75.0 83.3
10.3 図名の省略 100.0 100.0 87.5 95.8
10.4 特殊な図⽰⽅法 89.1 78.1 78.1 81.8
11.1 ⼀般事項 91.7 95.8 95.8 94.4
11.2 ⼨法補助線 92.5 92.5 90.0 91.7
11.3 ⼨法線 96.9 100.0 91.7 96.2
11.4 ⼨法数値 93.8 100.0 75.0 89.6
11.5 ⼨法の配置 70.0 72.5 52.5 65.0
11.6 ⼨法補助記号 73.4 82.6 59.9 71.9
11.7 ⽳の⼨法の表し⽅ 91.1 83.9 71.4 82.1
11.8 キー溝の表し⽅ 95.3 87.5 73.4 85.4
11.11 加⼯・処理範囲の表⽰ 100.0 100.0 100.0 100.0
13 照合番号 100.0 87.5 100.0 95.8
14 図⾯の訂正・変更 100.0 100.0 100.0 100.0

平均 85.4 87.3 72.7 81.8

表1：各CADの章毎の評価結果0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

各CADの章毎の評価結果

NX CATIA Creo 平均 ★詳細は添付資料を参照

注）章は機械製図の章のこと
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検証結果（10/10）

・評価結果全体の平均点は81.8（100点満点）であり、今回の評価項目おいては 3DA
モデルに対して概ね投影図設定なしでアノテーションの表記が可能であると言える。
ただし、平均点が70未満の項目もあり、表記する内容によっては 3DAモデルへの
アノテーションの作成が難しい場合もある。

→平均点が70未満の項目：寸法の配置（平均点：65.0）

・今回、検証を行ったCAD毎の評価項目全体の平均点では、NX,CATIAに比べて、
Creoが若干劣る結果となっている。

1.CATIA：87.3 →平均点が70未満の項目はなし
2.NX：85.4 →平均点が70未満の項目はなし
3.Creo：72.7 →寸法の配置（52.5）、寸法補助記号(59.9)の評価が低い

・全体的に2D図面特有の表記（正座標寸法、半径が大きい場合の指示＝折り曲げ
半径など）については、3DAモデルに対して同等の表記を行う事が難しいと言える。
また、2D図面上での表記は簡単であるが、３DAモデル上では表記が困難なケース
（球体形状への表記など）もあり、今後、表記方法の検討およびCAD側の機能改善
も必要であると言える。

評価結果まとめ
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まとめ

・評価結果全体の平均点は81.9（100点満点）であり、CATIA, NX, Cｒeoの３CADについ
ては、JIS B 0001 – 機械製図 に従って、3DAモデルが概ね描けることが明確になった。

・2D図面特有の表現（フェーク寸法や、実寸法から変位させた表現など）について、
3DAモデルではこれらの表し方は不要であり評価の対象外とした。

・記号で形状を識別させ寸法を表すものに関して、φ, R以外のSQざぐり などは記号
と寸法値の連携は概ねできなかった。３DAモデルにおいて記号を用いる際には、
φ, R以外は該当CADがどこまで描けるか把握し用いることが必要である。

・本検証においては、JIS B 0001 – 機械製図 の中で投影図を設定なしで表せる方法
を選択し検証した。しかし、本検証以外の方法についても、投影図を用いれば表せるも
のも多数あることも認識できた。

・次の検証において、JIS Z 8316 - 製図 - 図形の表し方の原則 の中から3DAモデル
で用いるべきものを選択し、これらが3D-CADで描けるかどうかの検証を行う予定
である。
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以上

引き続きJAMA活動へのご理解とご協力を

宜しくお願い致します。
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以下、添付資料

既存JISを基にした

3DAモデル製図検証結果一覧表



中 

分類 

小 

分類 

2D 3D 

CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 
工具サ

イズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品に対して所定の位置における工具サイズ 

の指示 

 

 

  

NX ○ ○ △ ○  88 

１）穴寸法を使用したケース 

補助線が自動作成されない（赤）

寸法線の長さ調整が必要 

２）直径寸法を使用したケース 

直径寸法では寸法線、補助線の

トリムができない 

84  

 

CATIA ○ ○ △ ○  88 

仮想線、補助線が必要 

従来2D製図でも補助要素は必

要であり、3D だから工数がか

かる話ではない。 

工数は△としたが、比較対象を

2D にするか、オペレータの感

覚にするのかは基準決め必要 

 

Creo ○ ○ △ △  75 

直径寸法機能では寸法線が直

径値と同じ長さで表示されトリ

ムできない。 

  

図形の

省略 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部品形状の位置に対してシンボル（アノテーション）

を表記する。 

Assembly 機能でも可能 

（スポット溶接のような使い方） 

注）との連携は除く 

 

 

 

NX ○ ○ ○ ○  100 
シンボルまたはカスタムシンボル

で点と連携可能 

96  

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

- 記号の形体への配置は可能

（この場合、ポイント生成しそこ

に記号を付加した） 

- 注記とのリンクは不可能。ま

た複雑なモデルでは見難く、見

逃しにつながる 

 

 

Creo ○ ○ △ ○  88 
アノテーションフィーチャを設定

することにより、属性を保持さ

せることは可能。 

φ150 の中心とφ150 のエッジを結ぶ

曲率寸法が CAD 基本機能で描けな

ければならない。（製図） 

 

図形の省略の３つの内一つを使っ

て、記号の記入、連携の検証を行う。 

20140221 追記 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 
図形の

省略 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形体未表記で形体の中心のみ表記がある場合の

寸法指示。 

  -      

3D 製図では図の省略は行わ

ないことが基本のため、この図

の検証は行わないこととする。 

 

検証不要 

 

 
 

  -      

  -      

 
図形の

省略 3 

 

  -      

3D 製図では図の省略は行わ

ないことが基本のため、この図

の検証は行わないこととする。 

 

検証不要 

 

 
 

  -      

  -      



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 

採用

の 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

限定 

範囲の

指示 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 79 限定範囲の指示例 

 

 

形体に対する所定の位置への線または面による範

囲の指示 

 

    

NX 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 
３D 表面に面または一点鎖線で

記入 

100 

100 
 

 

 

CATIA
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

・限定範囲は補足ジオメトリで作

成 

・a)はオフセット面を作成 

 

Creo 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

限定範囲は補足ジオメトリ機能

の「領域」で作成し、デジタル要

素間結合に含めた 

 

加工部

の表示

1 

 

 

 
 

溶接の所定の位置への溶接記号の表記 

 

   

NX 
○ 

△ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

88 

図８１）折線の節の指示はマウス

カーソル位置での合わせとなる

（目視合わせ）。 

矢先の位置決めは点指示だが、

要素選択状態では、点と関連し

た エ ッ ジ が ハ イ ラ イ ト す る

（赤）・・・どのエッジの端点かを

記憶している 

100 

26 
 

 

 

CATIA
○ 

× 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 
 

100 

0 

・Ｖ45 度ルート 0 が書けない 

・要素間結合は、任意の形体に

なる。 

 

図 81 の引き出し線の

折れが作成できない。

ただし、折れ線を含めた

シンボルを作成すれば

可能。

Creo 
○ 

× 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 
 

100 

0 

折線の節の指示はマウスカーソ

ル位置での合わせとなるため、

事前に点を作成しガイドとした。 

 

【全体コメント】 

連携が×は、全周の溶接範囲に

対して連携ができない。 

※連携の○は矢印が指す部位と

連携できていため 

この場合の要素間結合は

B 形状のエッジ（赤部）
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(視認性)

調整 
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合計 
表記 連携

 

加工部

の表示

2 

 

 
 

 

・溶接の所定の位置への溶接記号の表記 

 ※対象記号は評価しない 

 

 

NX ○ ○ ○ ○  100 

・片側のフランジのエッジ上に溶

接指示を定義、その後相手側の

フランジのエッジとデジタル要素

間結合できる 

・断面でなくてもよい 

100  

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 
要素間結合は、任意の形体に

なる。この絵の場合、右側の筒

のエッジ 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100  

 

 

加工部

の表示

3 

 

 

 

 
 

・ローレット、金網、縞模様の 3D 表面への表記 

 ※図示例の模様の部分表記は要求しない 

 ※テクスチャーでも可 

 

    
 

NX 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

 

75 

75 

75 

テクスチャーは平面の再現性は

良いが曲面では歪む。また、特

殊なシェーディングモードでしか

表示されないため情報が正しく

伝達できない可能性がある。 

 

75 

75 

75 

 

 

   
‘a)                     b) 

CATIA

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

 

75 

75 

75 

・テクスチャマッピングのような手

法で可能 →(A) 

・ローレットの規格に準拠した模

様やマテリアル情報を CAD が

実装されていれば容易に可能だ

と思われる。 

・(B)はモデリングした場合。容量

ばかりで利が感じられない 

 

 

Creo 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

× 

○ 

○ 

○ 

 

75 

75 

75 

【全体コメント】 

面を張っての範囲指示は可能 

 指示例 アヤ目 m0.3 
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評価 

コメント 
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製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法記

入方法

1 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

・断面による製品内部の基準からの寸法、工程ご

とに配列した寸法。 

  

   

     

NX 
△ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

88 

100 

図 85）寸法位置によってはアノ

テーション面が直交してしまう

（赤） 

図 88）円筒面を指定して直径

寸法が作成でできない。 

 

96 

100 

 

 

 

  

CATIA
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 
・○部の寸法は断面ででもわか

りにくい 

 

Creo 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法記

入方法

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・重複する寸法の記号による明記 

 NX -      

3D の場合は一つの寸法を複数

の View でみることが可能。 

 

検証不要 

  
 CATIA -      

 Creo -      

   

        

   
        

        



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

  

寸法記

入方法

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・断面への角度寸法表記 

 

 

 

 

 

 

  

NX ○ ○ △ ○  88 

・片側の補助線を作成する必要

がある。デジタル要素間結合は

選択した側のエッジに対しての

み作成される。 

・寸法補助線範囲をマウスドラッ

グ操作で修正できるようになると

工数削減が可能。 

88 
 

 

 

 
 

CATIA ○ ○ △ ○  88 
・ 寸法補助線が半円 

・ 補助要素の生成が必要となる

 

Creo ○ ○ △ ○  88 
寸法補助線を指定どおり作成す

ることは不可 

SEC.A-A の分かれた外形に円の寸法を

記入できること。寸法線の先端を寸法補

助線にあてた表記ができること。 

同一方向にしか補助線

が勝手にできない 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法記

入方法

4 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

・補助線を用いた中心からの寸法表記 

 

 

 

 

NX ○ ○ ○ ○  100  

100 
 

 

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

・同一平面（アノテーションビュ

ー）で描けるケースだが、奥行

きを持つモデルの場合、ビュー

の指示方法は一定の考え方を

規程化しておきたい 

 

  

Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

 

寸法記

入方法

5 

 

 

 
 

・断面で形体に寸法線をあてた表記 

 NX ○ ○ ○ ○  100 

図 87,図 88 の検証で表記 

可能と判断できるため、 

作図での検証は行わない。 

 

検証不要 

100 
 

  CATIA ○ ○ ○ ○  100 

 Creo ○ ○ ○ ○  100 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 
寸法補

助線 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

NX ○ ○ ○ ○  100  

100 
 

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100  

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

 

寸法補

助線 2 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
NX -      

3D の場合は寸法の視点を変え

てみることが可能なためこの表

記方法は検証しないこととす

る。 

 

 

検証不要 

 

 
 

 

 
CATIA -      

 Creo -      



中 

分類 

小 

分類 
2D 

3D 

CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

  

寸法補

助線 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） c)の形状は 2D 図面の解釈で、後ろに 

   押し出した形を前提に検証。 

   連携の評価は形状の輪郭線で評価 

   （奥行きは評価せず） 

 

 

NX 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

△ 

△ 

△ 

○ 

○ 

○ 

 

88 

88 

88 

【全体コメント】 

形体への補助線まで連携でき

ること 

この表現は2D図面での形状指

示のためのもので、3D では不

要と考える。 

88 

88 

84 
 

 

 

 
 

CATIA

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

△ 

△ 

△ 

○ 

○ 

○ 

 

88 

88 

88 

・想像線を生成する。 

 

 
 

Creo 

○ 

○ 

△ 

○ 

○ 

○ 

△ 

△ 

△ 

○ 

○ 

○ 

 

88 

88 

75 

a) 仮想線はスケッチで作成。対

象図示記号は用いない。 

b) 仮想線はスケッチで作成。寸

法補助線の延長ができないた

め、２本の仮想線の交点の下に

点を作成し、その点を使用して寸

法作成した。 

c) 仮想線はスケッチで作成。黒

丸は作成不可 

  

寸法、

寸法線

1 

 

注） c)の形状は 2D 図面の解釈で、後ろに 

   押し出した形を前提に検証。 

   連携の評価は形状の輪郭線で評価 

   （奥行きは評価せず） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NX 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

100 

c)円弧記号が旧 JIS 表記 

→この項目は寸法線表記の評

価なので問題として取り扱わな

い 

100 

100 

67 

100 

 

 

CATIA

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

100 

・弦（手前）は弧の両端（端点を

認識）をセレクト。弦（奥）は両エ

ッジをセレクト。 

・弧（b 図奥）は弧のエッジでも面

をセレクトしても生成。 

・角度寸法は両側面をセレクト。 

 

 

Creo 

○ 

○ 

× 

○ 

○ 

○

× 

○ 

○ 

○ 

× 

○ 

○ 

○ 

× 

○ 

 

100 

100 

0 

100 

弧の長さ寸法が作成できないと

思われる（要確認） 

a), b), c)を個々に評価する。 

点はサプリメンタルジオメトリ 

サプリメンタル 

ジオメトリー 
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分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 
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規定
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要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸法、

寸法線

2 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

   

NX 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

 

【全体コメント】 

a) の連携は輪郭線で評価、 

対称記号を考慮する。 

中心線はなくてもよい 

100 

100 
 

   
CATIA

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 
・補助線が必要 

 

 

  

Creo 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 
 

断面エッジと 45°のデジタル結合が

できてればよいことにする。面取り面

に結合できていることが望ましい。 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸法、

寸法線

3 

 

 

 

 

 
注）寸法線が物の内部は NG 

この場合は断面で検証 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

NX 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 
 

100 

100 

 

 

 

 CATIA
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 
・穴の中心を認識し寸法表記で

きる 

 

     

 

Creo 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

a 左) 円錐面を指定して寸法作

成できない。断面線を使用し寸

法線を作成。円筒面は別途デジ

タル要素間結合に含めた 

b) 仮想線はスケッチで作成 

角度寸法は勝手に表記されるが、捕縄

線の不足はサプリメンタルジオメトリ 

円筒の面取り部分に角度寸法が入る

こと。断面でも表現が可能。 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸法、

寸法線

4 

 

 NX 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

図 88 の検証で表記可能と 

判断できるため、作図での 

検証は行わない。 

 

検証不要 

100 

100 
  CATIA

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

 Creo 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

 

寸法、

寸法線

5 

 
 

 
 

 

・縦の直列寸法の表記 

 

  

NX 
○ 

○ 

○ 

○ 

△ 

△ 

○ 

○ 
 

88 

88 

輪郭で評価 

累進寸法は縦横両方向へ同時

に作成されるため、不要な方向

を削除する手間がかかる 

96 

96 
 

 

  

CATIA
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 
 

 

  
  

Creo 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸法線

6 

  

NX ○ ○ △ ○  88 2.5, 2 寸法の配置がしにくい。 

100 
 

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 
参考） 角度は軸形状の中心基

準になってしまう。 

 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

 

寸法、

寸法線

7 

 

 

 

 

 

NX ○ ○ ○ ○  100 
円筒面を選択して図示方向に

直径寸法が作成できない 

 

100 
 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100  

 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

φ12.5 に関しては、モデル内に

隠れてしまう為、場所を変えて

表記した。（シャフトとみなし、断

面は作成しない） 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

  

寸 法 、

寸法線

8 

図 111 に８角形の穴付きの形状を作成して、 

放射状１２個の寸法を記入した検証を行う。 

View 方向は複数確認 

 

図 112 も上記の図を使って検証する。 

 

 NX 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

図 111,図 112 の検証で表記 

可能と判断できるため、 

作図での検証は行わない。 

 

検証不要 

100 

100 

 

 

 

CATIA
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

 

 
Creo 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

 

 

寸 法 、

寸法線

9 

 

 
 

 

 

 

NX 

○ 

○ 

△ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

88 

112b の右側の 60 度寸法は上

下高さが変えられない 

100 

67 

100 

 

 

  

CATIA

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

・ビューの方向（V、H）に従い

2D 図同様の寸法配置が可能 

 

・赤線の上か下かで、寸法値が

寸法線に対する内外が決 

まる。 

 

   
a               b               c 

Creo 

○ 

× 

○ 

○ 

- 

○ 

○ 

- 

○ 

○ 

- 

○ 

 

100 

0 

100 

b の角度寸法指示に一部設定

不可の表記がある。（要確認） 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

  

寸 法 、

寸法線

10 

ｂ）, c)を検証 

 

  

NX 
○ 

○ 

○ 

○ 

△ 

△ 

○ 

○ 
 

88 

88 

寸法の設定変更箇所が通常よ

りも多いのでやや手間がかか

る 

63 

96 
 CATIA

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

・（あ）及び（い）とも設定で変更

する。 

・（い）はアノテーション平面（仮

想の枠）に V と H の方向を持つ

ので規格の要件に近いことは出

来る。（下方向に矢先を動かすこ

とにより寸法線に平行に近づい

ていく） 

 

Creo 
× 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 

○ 
 

0 

100 

 

  

寸 法 、

寸法線

11 

 

 NX 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

図 105、図 117 の検証で 

表記可能と判断できるため、 

作図での検証は行わない。 

 

検証不要 

100 

100 

 

 

 CATIA
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

 Creo 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 



 

中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

  

寸 法 、

寸法線

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・寸法線が重なり数値位置を修正する検証 

 

NX ○ ○ ○ ○  100 

輪郭で評価 

（左）同一面 （右）奥行違い 

3D では奥行方向があるので

重ならないように書くことはさ

ほど難しいことではないので

は。 

100 
 

 

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100  

 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

 

 

寸 法 、

寸法線

13 

 

 NX 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

図 88、図 117 の検証で 

表記可能と判断できるため、

作図での検証は行わない。 

 

検証不要 

100 

100 
  CATIA

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

 Creo 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸 法 、

寸法線

14 

 

 

 

 

 

NX ○ ○ ○ ○  100 
文字を直立の方向で見る場合

の条件をつける？ 

100  
CATIA ○ ○ ○ ○  100 

文字の大きさを変える手間が

ある 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 
デジタル要素間結合は、寸法

作成後付加した。 

 

 

寸 法 、

寸法線

15 

 

 

 
 

 

・形状、サイズは簡略したもので検証（破断線は不

要） （多品一様図） 

・表の評価は省く 

 

 

NX △ ○ ○ ○  88 

Fake dimension が作成できない

表機能はかなり使いにくい 

表と寸法は連動しない 

属性持ち（excel）ならたぶん可 

96  

 

 
CATIA ○ ○ ○ ○  100 

かっこ付け、疑似寸法は書ける

3D での多品一様図の議論が

必要 

 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸法線

16 

 

 

 

 NX ○ ○ ○ ○  100 

図 79 などの検証で文字の 

表記可能と判断できるため、

作図での検証は行わない。 

 

検証不要 

100  
 CATIA ○ ○ ○ ○  100 

 Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

寸法、

寸法線

17 

 

 NX ○ ○ ○ ○  100 

図 105 などの検証で表記 

可能と判断できるため、 

作図での検証は行わない。 

 

検証不要 

100  

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

 Creo ○ ○ ○ ○  100 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸 法 、

寸法線

18 

 

 

 

 

 NX ○ ○ ○ ○  100 

図 88 などの検証で表記 

可能と判断できるため、 

作図での検証は行わない。 

 

検証不要 

100 

 
 

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

 Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

寸法、

寸法線

19 

 

 

 

 NX ○ ○ ○ ○  100 

図 88 などの検証で表記 

可能と判断できるため、 

作図での検証は行わない。 

 

検証不要 

100 

 
 

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

 Creo ○ ○ ○ ○  100 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸法線

20 

 

 

 

 

NX ○ ○ △ ○  88 

累進寸法は縦横両方向へ同

時に作成されるため、不要な

方向を削除する手間がかか

る 

92  

 

CATIA ○ ○ △ ○  88  

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

 

寸法、

寸法線

21 

 

 

 

 

NX ○ ○ △ ○  88 

累進寸法は縦横両方向へ同

時に作成されるため、不要な

方向を削除する手間がかか

る 

63 
 

 

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100  

 

 

Creo × - - -  0 
同等表記ができない（要確

認） 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸法線

22 

 

 

 

NX ○ ○ △ ○  88 

累進寸法は縦横両方向へ同

時に作成されるため、不要な

方向を削除する手間がかか

る 

 

92 
 

 

 

CATIA ○ ○ △ ○  88  

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

 

寸法、

寸法線

23 

 

 

 
 

 

 

サプリメンタルジオメトリーを設定して、その部分に 

寸法補助線を当てる。断面図で検証でも可 

 

NX ○ ○ △ ○  88 
直径寸法は累進寸法と連携

しない 

80 
 

 

 

 

 

CATIA ○ ○ △ ○  88 
形体の断面をとるなど、補助

的な要素を作成しておく要あ

り。2D も同じことをするはず。

 

Creo △ ○ △ △  63 

図示の寸法線は、モデル内に

発生する為、表記上不具合に

なる。 

寸法指示部に点を作成し、直

径寸法を作成した。 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸法線

24 

 

 NX ○ ○ ○ ○  100 

図 125 などの検証で表記 

可能と判断できるため、 

作図での検証は行わない。 

 

検証不要 

100 
 

  CATIA ○ ○ ○ ○  100 

 Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

寸法、

寸法線

25 

 

 

 
 

図 128－正座標寸法記入法の例 

 

座標系を特定が必要 

表と形状のリンクは出来るとよい 

 

 

NX × - - -  0 

XY の基準が作成できない 

表機能はかなり使いにくい 

表と寸法は連動しない 

属性持ち（excel）ならたぶん可 

0 
 

 

 

 

CATIA × - - -  0 

・この例（表形式）では、注記の

オバケ文字を使って書く。プレ

ーンテキストを使ったアスキー

アートというこ 

・CATIA の場合、LO1 で実現

可能 

 

 

Creo × - - -  0 
基準位置の設定が不可（要確

認） 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸法線

26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 NX       

検証不要 

２D の軌跡での定義例 

３D で形状作成は可能 

 

 
 

 CATIA       

 Creo       

 

寸法、

寸法線

27 

 

 

 
 

 

 

・R 記号での半径の指示 

 NX ○ ○ ○ ○  100 

図 154 などの検証で表記 

可能と判断できるため、 

作図での検証は行わない。 

 

検証不要 

92 
 

 

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

 Creo △ ○ ○ △  75 

 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸法線

28 

 

 
 

 
 

図 131―様々な半径の指示例 

 

NX 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

100 

 

100 

96 

96 

96 

 

 
 

CATIA

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

100 

 

 

Creo 

○ 

△ 

△ 

△ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

88 

88 

88 

a 以外は、完全な再現は不可

（要確認）ただし、これらの表

記の必要性についても検討

が必要 

  

 

 

 

 

 

 

         

 

 
          

        

 

 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸法線

29 

 

 

 

 
 

 

 

中心点と R の線がリンクされていることが重要 

３D では非実寸法については基本は使わない 

 

  
 

 

NX ○ ○ × △  63 

手前に書くと寸法が浮く。裏側

に書くと寸法が隠れるが裏返し

てみると問題ない。 

折れ線の作成方法に制限があ

り、平行線しか作成できない。 

折曲げ半径の機能は動作不具

合があり作成困難 

 

折曲げ半径の機能は動作不具

合があり作成困難 

→NX8.5, 9 では不具合が直って

いるとの情報あり。未確認。 

21 
 

 

 

 

CATIA × - - -  0 

・ 中心線（この場合想像線

か？）を作成して、これらを使

用しての 

寸法付加となる 

・ CATIA の場合、寸法線の

短縮できるが、任意の要素に

端部が付 

かない 

 

 

Creo × - - -  0 

【総合評価】 

R 寸法の基点の一方をフェー

クで表記する手法のため、基

本的には３D では用いないも

のとする。 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸法

線 29 

 

 

 

 

 NX × - - -  0 R の累進寸法の機能なし 

29 
 

 

 

 

CATI

A 
○ ○ △ ○  88 

・ 中心線、想像線（点）を生成

する 

・ 2D 製図でも同様な作業は

必要なはず。 

・ サプリメンタル ジオメトリと

解釈すれば、必要な工数と言

える。 

・ また要素間結合もされてい

ると言える。 

 

 

Creo × - - -  0 作成不能（要検討） 

 

寸法、

寸 法

線 30 

 

 

 

 NX       

3D は寸法を定義した方向で

見ることが可能なため 

 

検証は行わない 

 

 

 
  

CATI

A 
      

 Creo       



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸法

線 31 

 

 

 
 

 

R10 は曲げる前の素材モデルの作成 

 

  

NX ○ ○ ○ ○  100  

100  

 

CATI

A 
○ ○ ○ ○  100 

- セレクトした位置の曲率で R 

寸法が生成される。（エッジにリ

ンクあり） 

- 状況によっては寸法（矢先）

が浮く 

- プロパティより“R10”の前に

文字追加可能。（これは fake で

はない） 

・アノテーション平面をどうとる

かが重要 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100  

 

寸法、

寸法

線 32 

 

 

 
 

 

（R）の表記、50 と 16ｈ9 の寸法指示 

 

NX △ ○ ○ ○  88 
Fake Dimension の機能なし。 

値が必ず入る。 

96 
 

 

 

CATI

A 
○ ○ ○ ○  100  

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸法

線 33 

 

 

 

 

 

NX ○ ○ △ ○  88 

Φ30 寸法は引き出し線の方向

が限定される 

Φ25 寸法は上記どちらかのよ

うに表示され、いずれも中心

線を通らないので接尾文字ス

ペースなどで調整する必要が

ある。 

88 

 
 

 

CATI

A 
○ ○ △ ○  88 

30 は表記する位置の違いによ

って補助線がでない場合があ

る。その場合は補助線の追記

が必要。 

 

Creo ○ ○ △ ○  88 

30 は表記する位置の違いによ

って補助線がでない場合があ

る。その場合は補助線の追記

が必要。 

 

寸法、

寸法

線 34 

 

 
 

 
 

図 139－様々の直径の表記例 

 

 

・a)は中心線にリーダーを当てる例, 

断面でなくても良い 

 

 

NX 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

100 

円筒面を指示して正面方向から

見た指示ができない 

33 

100

33 

100

 

 

      

CATI

A 

× 

○ 

× 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

 

0 

100 

0 

100 

・寸法機能で a)はできない。寸

法機能では“※”となる。 

・a）は注釈（テキスト）で生成。・ 

b)は寸法機能による。c)、d)は

疑似寸法化で少し手間。 

a）は矢先をどこにあてるかが

課題 

・b)はエッジを選択しないと面上

には付かない 

 

   

Creo

× 

○ 

× 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

 

0 

100 

0 

100 

a,c は作成不可(要検討) 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

拡張

性 表記 連携

 

寸法、

寸法

線 35 

 

 

 

 NX ○ ○ ○ ○   

図 88 の検証で表記可能と 

判断できるため、作図での 

検証は行わない。 

 

検証不要 

 

 
  

CATI

A 
○ ○ ○ ○   

 Creo ○ ○ ○ ○   

 

寸法、

寸法

線 36 

 

 

NX ○ ○ ○ ○  100 
円筒面を選択して図示方向に

作成できない 

67  

 

 

CATI

A 
○ ○ ○ ○  100  

 

 

Creo × - - -  0 作成不可 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸法

線 37 

 

 

 

 

NX ○ ○ ○ ○  100 
円筒面を選択して図示方向に

作成できない 

67  

 

CATI

A 
○ ○ ○ ○  100  

 

 

Creo × - - -  0 
寸法数値を同じ位置に配置で

きない 

 

寸法、

寸法

線 38 

 

 

 
 

図 143-球の直径又は半径の指示例 

 

ｂ）、ｃ）は断面で検証 

 NX × - - -  

0 

0 

0 

球面を選択して寸法作成がで

きない 

33 

33 

33 

 

 

  

CATI

A 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

・b)の SΦ14 は断面表示としな

いと視認性が悪そう 

 

Creo × - - -  

0 

0 

0 

 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

拡張

性 表記 連携

 

寸法、

寸法

線 39 

 

 

 
 

 

円筒で評価 

 NX × - - -  0 
球面を選択して寸法作成がで

きない 

67 
 

 

 

 

CATI

A 
○ ○ ○ ○  100 

・ SR にわざわざ書き換える

のは面倒 

・ SR（R9 でもいいが）配置に

よっては埋もれるため視認性

が悪くな 

る 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

 

寸法、

寸法

線 40 

 

 
 

 
 

平面を表す×線は不要 

※□記号で片方のデジタル結合ができるか？ 

 

  

NX 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

4 面を選択して寸法記入はできない。

2 面で寸法作成後残り 2 面を関連オ

ブジェクトに追加した 

右図の様に寸法選択で 4 面ハイライ

トさせることは可能だが、要素の ID を

記憶しているにすぎず、後から追加さ

れた面側の形状変更で寸法値が追

従するわけではない 

100

100
 

 

CATI

A 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

□記号は形状パラメータ（１０

×10）を持っていない 

・連携の評価 

1)形状パラメータを持つ 

2)寸法の形状とのリンク関係 

（ただし□記号はただの文字）

 

 

Creo
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸法

線 41 

 

 

 

 

 

 NX ○ ○ ○ ○  100 

他の検証で、形状表面に 

文字の表記可能と 

判断できるため、作図での 

検証は行わない。 

 

検証不要 

100
 

 
 

CATI

A 
○ ○ ○ ○  100 

 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

寸法、

寸法

線 42 

 

 

 
 

 

 NX 
○ 

× 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 
 

100 

0 

図 98 の検証で表記可能と 

判断できるため、作図での 

検証は行わない。 

 

検証不要 

100

0 

 

 

 

  

CATI

A 

○ 

× 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 
 

100 

0 

 

 

Creo
○ 

× 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 
 

100 

0 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸法

線 43 

 

 

 
 

 

 

 

3D で弦の長さを読む時は文字の正面からを指定してよい

か？ 

 

 

NX × - - -  0 
図示の通りに作成できない 

円弧記号は旧 JIS 表記 

ソリッドに半透明を使用 

0  

 

 

CATI

A 
× - - -  0 

・中心線、基準線を生成する

（2D 同様） 

CATIA の場合、円弧記号と矢印

が NG 

 Creo × - - -  0 円弧長指示が不可 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸法

線 44 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

NX 
× 

× 

- 

- 

- 

- 

- 

- 
 

0 

0 

中心線間寸法と指示矢印で円

弧長の指示はできない 

円弧寸法は直角に引き出され

る 

円弧記号は旧 JIS の位置に表

示される。 

0 

33 
 

 

 

 

CATI

A 

× 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 

○ 
 

0 

100 

ｂ） 

・円弧の線を面上に生成し、その

円弧寸法を取る手法。 

・CATIA（FTA）では矢印だけ生成

できないかもしれない。 

・数値上の円弧記号が外せない。

数値の前に記号は書ける。 

・工数、調整（再配置）はサプリメ

ンタルジオメトリの生成＆再生成

が必要なので×評価とした。 

・要素間結合は、サプリメンタルジ

オメトリとの間という解釈では○と

なる。 

 

C）本形状ではパイプの中心線は

要素定義していない。パイプ生成

時のスケッチを利用して寸法を出

している。 

 

 
Creo

× 

× 

- 

- 

- 

- 

- 

- 
 

0 

0 
ｃ）の検証要 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

  

寸法、

寸 法

線 45 

 ｂ）は円柱で評価 

 

   NX 

○ 

× 

○ 

○ 

- 

○ 

○ 

- 

○ 

○ 

- 

○ 

 

100 

0 

100 

)輪郭で評価。反対側の連携はできな

い。エッジを選択する位置で 150 度 

or 210 度か、30 度 or 330 度かが決

まる。 

b)円筒面と円錐面を選択しての角度

定義はできない 

c) 輪郭で評価。補助線は自動では

出ない 

100

67 

100

 

 

  

  

CATI

A 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

・CATIA の基本機能では左図に

なる。円筒の場合、中心からの

角度。 

b)にするためには補助線を出す

必要あり 

・角柱は面からの面同士の角

度で寸法生成 

・c)は想像線が必要 

 

     
  

 

Creo

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

C に関しては、寸法のみ記載 

別途、寸法補助線を生成した 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

  

寸法、

寸 法

線 46 

 

 

 

 

3D の場合ｄ）の寸法補助線を追記可 

e),, f)は断面、エッジで評価 

 

NX 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

△ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

88 

100 

100 

 

d）斜め方向の補助線は自動で

出ない（赤） 

e) f) 円錐面を指示した角度定

義はできない 

92 

100

100

 

 

 

ｄ）は図 101 ｂ）で検証済み 

 

  

CATI

A 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

・寸法基本機能で作成可能 

・d),e)は想像線を生成しておく必

要あり。 

したがって要素間結合は想像

線につくわけだが、図の意図と

しては間違いではないと考え

る。 

 

     

Creo

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

△ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

88 

100 

100 

 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸法、

寸 法

線 47 

 

 

 

 
 

 

 

 

NX 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

a) 輪郭で評価。面取り寸法で

作成可能。 

奥行方向にも面取りしていると

すると片側の補助線は浮くが、

奥行方向にも補助線が自動的

に出る。全周の指示はできてい

ない 

b)輪郭で評価。面取り寸法で作

成可能。 

奥行方向にも面取りしていると

すると片側の補助線は浮くが、

奥行方向にも補助線が自動的

に出る。しかし矢先が面取り部

の中心を指しているので補助線

があってもわかり難い。全周の

指示はできない 

75 

100
 

 

 

CATI

A 

○ 

○ 

× 

○ 

△ 

○ 

○ 

○ 
 

63 

100 

・面取り寸法として要素間結合

される 

・ただし、a)と同じ見え方にする

ためには、面取りでなく一般寸

法となる。 

 

  

Creo
○ 

○ 

×

○ 

△ 

○ 

○ 

○ 
 

63 

100 
ｂに関しては、寸法位置の変

更ができない 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

拡張

性 表記 連携

 

 

寸法、

寸 法

線 48 

 

 

 

 
 

 

  

 

  
 

 

NX 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

a) b) c) 輪郭で評価。寸法配置

箇所以外の指示範囲とのデジ

タル要素間結合はない 

92 

92 

92 

 

 

  

CATI

A 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

 

 

  
 

 

Creo

△ 

△ 

△ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

△ 

△ 

△ 

 

75 

75 

75 

b)C1 が作成不可、またすべて

の面取り寸法で指示位置の設

定ができない。（面取りを任意の

位置に配置することは不可） 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸法、

寸 法

線 49 

 

 
 

 
 

 a)-1；は中心腺、点からの直線リーダー線 

 a)-2；は中心腺からの折れ線リーダー腺 

 b)は直線リーダー線 

 

 

NX 

○

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

× 

△ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

75 

88 

a) 折り曲げの R 寸法機能に不

具合があり工数がかかる 

 面でも輪郭でも同じ評価 

b) 外接する外形寸法の作成に

補助要素が必要（R3 円弧の右

下に点を作成）。52 寸法は R3

の円弧（円筒面）、37 寸法は

R14,R3 の円弧（円筒面）を範囲

指示しない。 

面でも輪郭でも同じ評価 

92 

25 

88 

 

 

 

 

CATI

A 

○ 

× 

○ 

○ 

- 

○ 

○ 

- 

○ 

○ 

- 

○ 

 

100 

0 

100 

・補助線があると良い、必要に

応じて点も。 

・再配置の場合、補助線などは

作り直し。 

・Z 型は中心に配置できない 

 

 

 
 

Creo

△ 

× 

△ 

○ 

× 

○ 

○ 

- 

○ 

△ 

- 

△ 

 

75 

0 

75 

a)R38 の→が同一表記ができな

い。 

a)R300 のカミナリ表記ができない

b)R3 が同一表記ができない 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

寸法、

寸 法

線 50 

 

 NX       

３D では形状定義のために座

標指示が容易なためこの方法

は検証せず。 

 

検証不要 

 

 
  

CATI

A 
      

 Creo       

 

 

寸法、

寸 法

線 51 

 

 
 

図 156－穴の加工方法の指示例 c) 

 

 

c)のみ製図検証をする、キリは手書きで検証 

a), b)は図 139 で評価のため 

 

 

 

 

 

  

NX ○ ○ ○ ○  100 

c) 円筒面を指示して図示方向

に作成できない。不具合があ

り、寸法作成前にアノテーション

平面を矢視方向でビュー保存し

ておかないと矢先がずれる（通

常は後から任意指定できる）。

右図。 

 「キリ」の意図は形状と連携し

ていない。 

58  

 

 

CATI

A 
△ ○ ○ △  75 

・アノテーション（注釈）機能で作

成するため形状作成パラメータ

（Φ６、キリ、深さ）はユーザー操

作によるもの。 

 

・連携 

1)形状作成パラメータまで持

つことができる。 

2)形状とのリンク関係だけ持て

る。 

 

 

Creo × - - -  0 

C は作成可能（ただし、寸法数

値を表示するためにはパラメー

タ変数を 

設定する必要がある） 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

  

寸法、

寸 法

線 52 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面のコメント付き穴寸法の検証 

 

NX ○ ○ ○ ○  100 

検証要 

 

2014 年 3 月 17 日検証要に

変更 
平面にコメント付き穴寸法での

検証が他にないため 

a）のみで可 

100  

 

CATI

A 
○ ○ ○ ○  100 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

  

寸法、

寸 法

線 53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形状は破断させないで検証 

穴形状の有無は要求しない 

※13×20 キリを評価する 

 

NX ○ ○ ○ ○  100  

100  

 

 

CATI

A 
○ ○ ○ ○  100 

・3D モデルの簡略化の考え方

を示しておきたい 

・3D データそのままでマニュファ

クチャリングされるかどうか？ 

・設計モデルを製造モデルに変

換するならば、従来の図面と同

じ情報と捉えられのでこの手法

はアリか。 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 
作成は可能だが、穴数等はアノ

テーションと連携できず（別途パ

ラメータを設定すれば可） 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD

評価 

コメント 
採用

可否

規定

化 

要否

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸法、

寸 法

線 54 

 
 

 

 

深さ 15 をパラメータとしては評価しない。 

 

NX ○ ○ ○ ○  100  

100  

 

 

CATI

A 
○ ○ ○ ○  100 

深さ記号は寸法機能の場合追記

できない。 

 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

 

 

寸法、

寸 法

線 55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 162 のみ検証 

図 161 は図ｘｘで検証したため検証不要 

 

加工方法「キリ」の連携は評価対象外 

 

 

NX × - - -  0 

図 162）円筒面を選択して図示

方向から見た指示ができない 

 切り口が楕円のため、円弧エ

ッジを選択して作成することもで

きない 

33  

 

  

CATI

A 
○ ○ ○ ○  100 

・穴深さは形体に埋もれると見逃

される可能性大 

・アノテーションは「5 キリ」及び深

さ（26mm）という形状作成パラメ

ータは持っていない 

＊連携 

1)形状作成パラメータまで持つこ

とができる 

2)形状とのリンク関係だけ持てる 

 

Creo × - - -  0 

寸法としては作成不可。注記

として作成は可能。この際、寸

法値はパラメータとして設定す

ることにより形体寸法との連携

は可能 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

  

寸 法 、

寸法線

56 

 

 NX 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

図 164 の検証で表記可能と

判断できるため、作図での 

検証は行わない。 

 

検証不要 

33 

100 
 

 

CATIA
× 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 

○ 
 

0 

100 

 

Creo 
× 

○ 

- 

○ 

- 

○ 

- 

○ 
 

0 

100 

  

寸 法 、

寸法線

57 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加工方法「キリ」の連携は評価対象外 

 

 

 

 

NX 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

a) c) 円筒面を選択して図示

方向から見た指示ができない 

 

 

33 

100 

33 

 

 

  

CATIA

× 

○ 

× 

- 

○ 

- 

- 

○ 

- 

- 

○ 

- 

 

0 

100 

0 

※記号での記入は可能 

- にするには中心軸上の点の

生成が必要。（リンクなし） 

- c)の深さ寸法は形体に埋も

れる格好になり視認性は NG。

- b)を推奨したい 

 

 
  

Creo 

× 

○ 

× 

- 

○ 

- 

- 

○ 

- 

- 

○ 

- 

 

0 

100 

0 

 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸 法 、

寸法線

58 

 

 

 
 

 

図 165 のみ検証 

加工方法「キリ」の連携は評価対象外 

※形状がないため注記として評価 

 

 

NX ○ ○ ○ ○  100 

図 165）9 ないし 14 寸法を定義

する穴形状がないため、一般

注記で作成した。中心線が形

体にうもれる。 

（参考：穴形状を作成した場

合） 

100  

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

・ 中心線もしくは点を打ってお

けば、リンクは持てる 

※そういう解釈で良いのなら、

○になる。 

 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 図 165 は、注記として作成 

 

 

寸 法 、

寸法線

59 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NX 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

図 167）寸法が浮く。φ14 は形

状と連携しない。皿ざぐりでな

くなっても記号は残る 

図 168) 円筒面を選択して図

示方向から見た指示ができな

い 

90 度は形状と連携しない 

100 

100 
 

 

CATIA
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

・アノテーションに形状作成パ

ラメータの保持なし。 

・右図のΦ15 は形状に連動

（パラ保持）するが、90 度は単

なる文字列。 

 

  

Creo 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 
 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸 法 、

寸法線

60 

 

 

 
 

 

・連携の評価は輪郭線 

 

NX 

△ 

△ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

88 

88 

100 

a) b) Fake Dimemsion が作成

できない 

c) 補助線は全周にはでない 

96 

96 

96 

 

 

 

 

CATIA

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

・a )補助線を引かなくても寸法

付加可能 

・b)、c)は補助線を引いたほうが

製図の理解はしやすい 

・ｃ）の円筒寸法は、図例にはな

らないため補助線を引く必要あ

り 

 

  Creo 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

作成は可能。ただし、中心線

の作成は、サプリメンタルジ

オメトリとして作成する。 

また、中心線や想像線など

の表示コントロールが色を変

える以外のことができず視認

性が悪い。 

 

 

寸 法 、

寸法線

60 

 

 

 

 

NX ○ ○ ○ ○  100 

図 169 の検証で表記 

可能と判断できるため、 

作図での検証は行わない。 

 

検証不要 

100  

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

 Creo ○ ○ ○ ○  100 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸 法 、

寸法線

61 

 

 

 NX ○ ○ ○ ○  100 

図 169 の検証で表記可能と

判断できるため、作図での 

検証は行わない。 

 

検証不要 

100  

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

 

寸 法 、

寸法線

62 

 

 
 

・断面記号の指示は評価しない。但し、3D の場合の 

 一般的な表記はできることで評価。 

 

  

NX ○ ○ ○ ○  100 

3D モデルでは断面が実際の

位置にあるので「A-A」表記は

不要。 

ビューの名前は画面左下やツ

リーに表示される 

100  

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100  

 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

断面を指示する線は作成不

可。 

カーブの表示制御が色のみ

であり、視認性に難あり（サ

プリメンタルジオメトリ全体と

しての課題） 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸 法 、

寸法線

63 

 

 

 NX ○ ○ ○ ○  100 

図 170 の検証で表記可能と

判断できるため、作図での 

検証は行わない。 

 

検証不要 

100  

 

・Φ28.3 はスケッチを利用 

・右図は断面でアノテーション平面を作成 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

 Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

 

寸 法 、

寸法線

64 

 

 

 

 

 

・穴への片側矢印寸法の評価 

 

NX ○ ○ ○ ○  100 
円筒寸法機能で両側矢印寸

法を作成後、片側の矢印、補

助線を非表示。 

67  

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

・（あ）は“片寸法”で簡単だ

が、（い）はプロパティでスタイ

ルを変える必要がある。 

・見栄えはリンクがないと解り

にくい。 

 

 ※モデル表示機能で作成 

Creo × - - -  0 

モデル寸法の表示機能以外で

は、作成不可 

（左図は、モデル寸法表示に

よるもの） 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

  

寸 法 、

寸法線

65 

 

 

 

 

 

 

 

・テーパ部のみフル断面でモデル作成 

  

  

   
 

NX 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

左）全断面、右）部分断面 

（追加調査）左：円錐面からの高

さ寸法は、選択時に切り口の円

弧エッジの端点近くを選択する

と端点（6.66）、エッジの中心付

近を選択すると接線（8）を自動

認識する。 

右：意図的にキーをオフセットし

たケース、A:接線、B:左端点、C:

右端点、D:中点の自動認識がで

きる。 

100 

96 
 

 

  

CATIA
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

100 

・補助線もしくは点を生成して

おいたほうが良い 

・最短距離を取ってしまう。そ

のため補助線もしくは点を生

成しておいたほうが良い 

 

  

Creo 
○ 

○ 

○ 

△ 

○ 

○ 

○ 

○ 
 

100 

88 

ａ)はサプリメンタルジオメトリを

作成後、寸法を作成 

ｂ）中間点を作成するか、端点を

選択することにより作成可能 

 

 

寸 法 、

寸法線

65 

 

 NX 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

図 88 などの検証で表記 

可能と判断できるため、 

作図での検証は行わない。 

 

検証不要 

100 

100 

100 

  CATIA

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 

 Creo 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

100 

100 

100 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸 法 、

寸法線

67 

 

 

 

 

・テーパ部のみの断面に寸法記入 

・断面記号の指示は評価しない。但し、3D の場合の 

 一般的な表記はできることで評価。 

 

 

NX ○ ○ ○ ○  100  

100  

 

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

・補助線（仮想線）が必要。し

たがって寸法の位置を変え

る場合 

・（調整する場合となるか？）

断面線を取り直す必要あり。

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

 

 

寸 法 、

寸法線

68 

 

 NX ○ ○ ○ ○  100 

他の図での検証で表記 

可能と判断できるため、 

作図での検証は行わない。 

 

検証不要 

100  

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

 Creo ○ ○ ○ ○  100 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸 法 、

寸法線

69 

 

 
 

 

断面で検証 

 

NX ○ ○ ○ ○  100  

100  

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100  

 
 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

 

 

寸 法 、

寸法線

70 

 

 

 NX ○ ○ ○ ○  100 

図 88 などの検証で表記 

可能と判断できるため、 

作図での検証は行わない。 

 

検証不要 

100   CATIA ○ ○ ○ ○  100 

 Creo ○ ○ ○ ○  100 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸 法 、

寸法線

71 

 

 
 

連携は輪郭線で評価 

 

※注記として評価する 

※テーパ記号と参照線の隙間がなければいけいこと

をJIS Z 8322で規定されている。この観点で評価し

た。 

  

 

 

NX ○ ○ ○ ○  100 

勾配指示用の寸法機能はない。注記機

能内に勾配記号が含まれているため、

注記で作成した。1:25 は手入力文字で

あり連携はない 

勾配記号と寸法を１つの PMI で書くと高

さが揃わないため、勾配記号の PMI を

寸法 PMI にスタックした。 

（評価対象ではないが）12 寸法はエッジ

から寸法を追うと左の寸法のようにエッ

ジ端点からの計測となるので、補助線位

置に点作成が必要。 

100  

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

・勾配記号が JIS どおりにな

らない 

・勾配の向き、比率のリンク

はない。 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

・勾配記号が JIS どおりにな

らない 

・注記として作成は可能。（パ

ラメータ等を利用すれば、形

体の実寸法との連携も可能）

 

 

寸 法 、

寸法線

72 

 

 
 

 

連携は輪郭線で評価 

 

 

NX ○ × △ ○  63 

テーパ指示用の寸法機能はない。

注記機能内にテーパ記号が含まれ

ているため、注記で作成した。1:5 は

手入力文字であり連携はない 

テーパ記号と寸法を１つの PMI で書

くと高さが揃わない（左）ため、テー

パ記号の PMI を寸法 PMI にスタック

した。 

21  

 

 

CATIA × - - -  0 
・オペレーションは要調査。 

・テーパー比、向きのリンクは

ない 

 

 

Creo × - - -  0  



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

  

寸 法 、

寸法線

73 

 

 NX ○ ○ ○ ○  100 

図 88、図 111、図 112 などの

検証で表記可能と 

判断できるため、作図での 

検証は行わない。 

 

検証不要 

100  
 CATIA ○ ○ ○ ○  100 

 Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

 

寸 法 、

寸法線

74 

 

 NX       

フェークディメンジョンでの例

のため 

 

検証不要 

 

 
 

 CATIA       

 Creo       



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸 法 、

寸法線

75 

 

 

 

  NX       

フェークディメンジョンのため

検証せず 

 

 

 
  CATIA       

 Creo       

 

 

寸 法 、

寸法線

76 

 

 

 

 NX       

注記の指示例のため 

検証せず  

 

 

 
  CATIA       

 Creo       



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸 法 、

寸法線

77 

 

 

 

 

 

 

・円筒面の範囲に色付け 

 

NX ○ ○ ○ ○  100  

100  
 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

・ （上図）シャフト面上に限定

範囲のリンク情報付きでを設

定した場合。角度指示は補助

線要。 

・ （下図）範囲（サーフェス）を

オフセットいた場合 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

必要な領域のサーフェスをオ

フセットコピーして色を付ける

ことにより表現を行った。 

注）オフセットしないと、色が

ソリッドの色とまじることがあ

るため、オフセットが必要 

 

 

寸 法 、

寸法線

78 

 

 

 

 

円筒面を指定角度の範囲に色付け 

範囲の角度位置指定必要 

 

  NX ○ ○ ○ ○  100 

90 度寸法が指している V 線は

形状作成の基スケッチを使用 

上）浸炭焼入れ指示と 90 度指

示の奥行を変えた場合（断面

ビューにしない） 

面指示を黒丸にすると軸直で

見た場合に半分埋もれる 

下）部分断面にして同一アノテ

ーション面に表記 

100  

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

・ （上図）シャフト面上に限定

範囲のリンク情報付きでを設

定した場合。角度指示は補助

線要。 

・ （下図）範囲（サーフェス）を

オフセットいた場合 

 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

必要な領域のサーフェスをオ

フセットコピーして色を付ける

ことにより表現を行った。 

注）オフセットしないと、色が

ソリッドの色とまじることがあ

るため、オフセットが必要 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸 法 、

寸法線

79 

 

 

 

 NX       

非比例寸法は 

3D では用いない 

こととする 

 

 
 

 CATIA       

 Creo       

  

寸 法 、

寸法線

80 

 

 

 

NX       

同一形状の表記を省く 

方法は 3D では用いない 

こととする 

 

 
 

CATIA       

Creo       



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

 

 

寸 法 、

寸法線

81 

 

 

 NX ○ ○ ○ ○  100 

他の検証で表記可能と 

判断できるため、作図での 

検証は行わない。 
100  

 CATIA ○ ○ ○ ○  100 

 Creo ○ ○ ○ ○  100 

 

 

 

 

 

 
 

 

部品と照合の連携評価 

※JIS Z 8322 の付属書 A の書き方を考慮して評価 

 

 

 

NX ○ ○ ○ ○  100 
引き出し線が風船中心から出

せないと思われる(2D ではでき

る) 

96  

 

CATIA ○ ○ ○ △  88 

・ 矢先が付く位置が選択した

位置となるので、（ビューは同

じだが）同じ平面上にならな

い。2D 比較で違和感を感じる

ところ 

・ （番外）特に内臓物の場合

は形体を選択するのが難しい 

 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 
シンボルを作成し、付加し

た。 



中 

分類 

小 

分類 
2D 3D CAD 

評価 

コメント 
採用 

可否 

規定

化 

要否 

製図 工数 
※参考

見栄え
(視認性)

調整 
(再配置) 

合計 
表記 連携

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・改訂記号を断面設定せずに検証 

（引出線での表記） 

 

 

 

 

NX ○ ○ ○ ○  100 

シンボルで△を作成し、寸法

にスタック 

寸法線は△の下まで伸びない

100  

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

・△1 は寸法とアノテーションに

リンクあり 

・注記は 3DA では引き出し線を

設けないと情報が伝わらない 

・ 変更（改訂）履歴欄に書く内

容であれば形体の傍に置いて

おくことは禁止とすべき 

 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 

【評価以外のコメント】 

作成可能ただし、6.5 キリの

表記に関しては、SW 上のバ

グがあり、図例と同じ方向に

配置できない。また、△記号

とコメントは別のエンティティ

として配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・改訂記号の評価 （寸法線への表記） 

※寸法変更の際の取り消し線を用いる方法は 3D で

は用いないこととする 

 

NX ○ ○ ○ ○  100  

 

 
 

 

 

CATIA ○ ○ ○ ○  100 

取り消し線が作成できない

（左）。 

取り消し線はワイヤーフレーム

で作成（右） 

取り消し線は寸法と連携しない 

 

Creo ○ ○ ○ ○  100 訂正表記はできない 
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